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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、指向性進化法を用いた計算機工学によって微生物の代謝経路を最適設計し、ロボットやマ

イクロ流路を活用することにより多数の培養条件での大規模かつ短時間の物質生産を可能にすること

を目的としたものである。 

（意見等） 

 本研究では、ロボットを用いたハイスループット全自動細胞濃度測定に関する実験室進化システム

や、マイクロ流路連続培養系を開発し、進化過程を支配する適応度地形の推定や時系列データの取得に

も成功している。エレメンタリーモード解析法の導入を発案したことにより、増殖非連動の代謝デザイ

ン法の開発に結び付けるなどの予定していなかった新たな展開があったことは評価できる。細胞にス

トレスを掛けた際の適応進化の過程を解析し、先進的に進化株の評価と解析に成功し、進化過程の予測

と制御手法の足掛かりを構築したことで、様々な物質の微生物生産への応用展開が期待できる。阻害部

位の特定とその解消法において、様々な経路に関する多くの成功事例を報告する等、得られた研究成果

は一部を除いて着実に国際学術誌に発表もされている。また、大腸菌の代謝経路の in silicoデザイン

は重要な位置づけであり、反応速度論を基盤とした非線形モデルを用いた方法の開発は意義がある。 


